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コロナ禍を経た子どもたちの生活の変化

臨時休校中の小中学生の睡眠時間と食事
時刻のパターン分析

ご紹介する研究内容について
⇒お手元の資料として、下記の資料を直接ご参照ください。

東京大学「コロナ禍による臨時休校中の小中学生の睡眠と
食事の時刻パターンの分析」(2022.5)
https://www.m.u-
tokyo.ac.jp/news/PR/2022/release_20220518.p
df

https://www.m.u-tokyo.ac.jp/news/PR/2022/release_20220518.pdf
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それぞれの立場でできること

家庭
日々の生活

子どもへの声掛け
見守り など

学校・幼稚園・保育所
子どもが体を動かす場
面の設定、「○○チャレ
ンジ」等の生活習慣改
善を促す取組、各保健

活動・食育活動

行政機関
各事業を通した
保護者・子どもへの

啓発・支援、健康データ
の提供、健康づくりに取
り組みやすい環境整備

医療機関
日々の診療、学校・幼
稚園・保育所への助言
や連携した啓発活動

etc…
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図：第２次みやぎ21健康プラン
推進体制イメージより改編
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子どもの健康を支える主体とは

給食センター行政


